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要 旨 

激化する企業間競争を勝ち抜くためには、迅速かつ的確

な経営判断が必要であり、社内の各部門に分散したデータ

を連携させた全社横通しの分析が必要となる。そのために

は、各部門で個別最適に構築してきたシステムのデータを

統合し一元管理して全体最適化を図る必要がある。 

企業内全体のシステムについて考えると、汎用機やリレ

ーショナルデータベース、 ERP(Enterprise Resource 

Planning)パッケージ、Webサービスと多種多様なものが存

在する。各部門ではそれらのデータソースを統合し（シス

テム内統合）個別のシステムが構成されている。全体最適

化を図るためにはこれらを更に全体で統合（システム間の

データ統合）することが求められる。 

しかしながら、大規模システムのデータ統合においては

数万項目にも及ぶデータ項目について、各データ項目の分

類、データ項目間の関係把握などの極めて繁雑な作業が必

要となる。 

三菱電機インフォメーションテクノロジー(株)が提供す

るデータ統合ソリューションは、“メタデータ”と呼ばれる

“データに関するデータ”をシステム全体にわたって一元

管理する。さらにメタデータの関連性や類似関係を解析

し、データベース構造とともにそれらの関連性、類似関係

をそれぞれに適したレイアウトで分かりやすく表現するこ

とでユーザーの思考を支援し、繁雑な作業を軽減して効率

的なデータ統合を実現するものである。 

 

 

全体最適のためのデータ統合を実現 
データ項目の定義内容、名称や意味と言った“データに関するデータ”、すなわちメタデータをシステム全体にわたって把握し、メタデータ解析

技術、メタデータ可視化技術を用いることで、大規模で複雑なシステム間のデータ統合が効率的に実現可能となる。 

＊三菱電機(株) 情報技術総合研究所  ＊＊同本社  ＊＊＊三菱電機インフォメーションテクノロジー(株) 
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１．ま え が き 

三菱電機インフォメーションテクノロジー(株)（MDIT）

が提供するデータセントリックソリューションの構成要素

の一つにデータ統合がある。これは企業内に散在する種々

のシステムのデータを集めて一元管理することで、企業全

体を見渡したデータ分析を可能にするほか、部分最適化さ

れた複数のシステムを統合することで全体の最適化を図る

ための技術である。 

  データ統合においては、統合対象となるシステムやデー

タ項目の定義内容、データのもつ値の特性など“メタデー

タ”と呼ばれる“データに関するデータ”を効率良くかつ

正確に把握することが必要になる。システム内やシステム

間のデータの流れを把握することは、統合されるデータの

意味や信頼度を明確にするために必要である。また、複数

のシステム間でのメタデータ項目の類似度や差分を把握す

ることは、システム統合によるコスト削減だけでなく、統

合されたデータに対する信頼性向上にも寄与する。  

２．データ統合の必要性と課題 

 激化する企業間競争を勝ち抜くためには、迅速かつ的確

な経営判断が必要であり、社内の各部門に分散したデータ

を連携させた全社横通しの分析が必要となる。またビジネ

スをとりまく環境の変化や新たな法規制に対応するために

は、変化に柔軟に対応できる全体最適化したシステムが必

要となる。これらの要求に応えるためには、例えば図１に

示すように、各部門で個別最適に構築してきたDWH(Data 

Warehouse)のデータを統合し、すべてのデータを一元管理

したEDW(Enterprise Data Warehouse)を構築するなど、全

体最適を図る必要がある。データ統合の別の利点として

は、データの信頼性の確保をあげることができる。全社で

データ統合を実現しすべてのデータの流れ、すなわちある

データがどのデータをどのように加工して作成されたかと

いう出自を把握することで、データの信頼性の向上につな

がる。 

ここで企業内全体のデータに焦点を当てたシステムにつ

いて考えみる。データソースとして汎用機、Oracle(注1)な

どのリレーショナルデータベースシステム、ERPパッケー

ジ、Webサービスといった多種多様なものが存在する。各

部門や各プロジェクトなどではこれらのデータソースを統

合し（システム内統合）個別のシステムが構成されてい

る。全体最適のシステム統合を図るためにはこれら各部門

や各プロジェクト内で統合されたシステムをさらに全体で

統合（システム間のデータ統合）することが求められる。 

 しかしながら、データ統合の重要性は十分に認識されな

がらも、各システムの仕様書が存在しない、データの管理

方法・規則がシステムごとに異なるなどの問題があり実現

できていない場合が多い。それらの問題によって、大規模

システムのデータ統合のために必要となる数万項目にも及

ぶデータ項目の分類、類似度や相違点の検出などの作業が

極めて繁雑なものとなっている。 

３．データ統合ソリューションの概要 

3.1 メタデータの必要性 

データ統合においては、各データ項目の分類、データ項

目間の関係把握などの作業が必要であり、そのためにはシ

ステムのデータに関する情報をすべて管理する(1)必要があ

る。データに関する情報としては、データ項目の定義内

容、名称や意味、データの処理がいつ行われたのか、デー

タのもつ値の特性、データ間の依存関係などがある。これ

らデータに関する情報を総称してメタデータと呼ぶ。 

3.2 データ統合ソリューション 

企業内全体のシステム間のデータ統合は、図２に示すよ

うに２つのフェーズからなる。第一は現状のシステム全体

のデータベース構造を分析（As-Is分析）するフェーズで

ある。第二は統合後のデータベースを設計（To-Be設計）

するフェーズである。 

第一のフェーズでは、システム間のメタデータの的確な

関連性を導き発生源を同じくする類似データを把握する。

さらに異なるシステム間においてデータの整合性を保証す

るため、同一内容を表しているが別々に管理されている冗

長データを把握するなどの作業が必要となる。データ統合

ソリューションでは、そのために全システムでのメタデー

タの洗い出しや類似項目の提示などを行う。 

第二のフェーズでは、類似データの統合や冗長データの 

削除などの作業が必要となる。データ統合ソリューション

では、これら統合のシミュレーション機能も提供し、統合

コストや統合効果の見積もりを可能とする。その結果とし 

てシステム統合のプロセスをスムーズに進められるだけで 

なく、全体最適化されたシステムの信頼性向上にも大きく 

貢献する。 

 

(注1) Oracleは米国Oracle Corporationの米国及びその他の国

における登録商標である。 
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図２．データ統合作業手順 

   

ログデータ統合ログデータ統合

情報漏洩防止データデータ 統合統合 データデータ 分析分析 コンテンコンテン ツ管理ツ管理

メタデータ メタデータ メタデータ メタデータ

基幹 業務

システムログ ログ
ワークフロー
アクセスログログ セキュリティログ

PowerCenter DIAPRISM（注６） Content Server CWAT（注７）

ネットワークログ

In
te

rn
e
t

LogAuditor（注８） Enterprise

Metadata Manager

メタデータ統合

DWH

統合メタデータ

統合ログデータ

メタデータ管理

ログデータ統合ログデータ統合

情報漏洩防止データデータ 統合統合 データデータ 分析分析 コンテンコンテン ツ管理ツ管理

メタデータ メタデータ メタデータ メタデータ

基幹 業務

システムログ ログ
ワークフロー
アクセスログログ セキュリティログ

PowerCenter DIAPRISM（注６） Content Server CWAT（注７）

ネットワークログ

In
te

rn
e
t

LogAuditor（注８） Enterprise

Metadata Manager

メタデータ統合

DWH

統合メタデータ

統合ログデータ

メタデータ管理

図３．データセントリックソリューション 

3.3 データセントリックソリューション 

MDITが推進するデータセントリックソリューションは、

企業が蓄積している“データ”に着目し、データを最大限

に活用することを目的とする。その中でPowerCenter 

AdvancedEdition(注2)は業務システム間のデータ連携を統

合化するソフトウェアPowerCenter(注3)に加え、Metadata 

Manager(注4)によるメタデータ管理機能やData Analyzer(注

5)によるデータ･メタデータ分析機能を提供する。

Metadata Managerは企業システムにおけるメタデータ情報

を横断的に収集し、それを一つのリポジトリに統一的に格

納する。さらにメタデータを活用したシステム間データ統

合を実現するソリューションによって、データの出自や変

換ロジックを的確に把握しデータウェアハウスなどの信頼

性を向上させるだけでなく、データ規模拡大、データベー

スの変更にも柔軟に対応可能となる。これらメタデータ管

理に加え、データセントリックソリューションは次のよう

なコンポーネントから構成されている(図３)。 

・複数ソースからのデータ統合 

・統合されたデータを基に高速かつ自由度の高い集計・検

索を実現するデータ分析 

・分析結果の文書類を効率良くかつ安全に管理するコンテ

ンツ管理と情報漏洩（ろうえい）防止 

・システムログやセキュリティログ・アクセスログなどを

分析するためのログデータ統合 

４．メタデータ解析・可視化技術の特長 

4.1 メタデータ解析技術 

3.2節で述べたデータ統合の第一のフェーズのために

は、現状のデータベースのメタデータを抽出し、データベ

ース構造などを把握することが必要となる。次に各システ

ムでばらばらに管理されているメタデータを関連付けて解

析する必要がある。しかしながら、複数システムのメタデ

ータ間の関連付けのために候補となる項目を各システムか

ら選定する作業は、仕様書が存在しない、システム全体を

把握する人間がいないなどの理由によって極めて繁雑なも

のとなる。これら関連性の解析を効率的に行うためには、

テーブルやカラムの名称、カラムのデータ型などのメタデ

ータによる分析とそれに基づく名称・データ型などが類似

しているグループへの分類が有効である(2)。 

テーブルやカラムの名称による分析では、各データベー

スの命名規則(3)を用いることができる。例えば、命名の規

則として主要語、修飾語、区分語などの分類があれば、そ

れぞれの分類によって分析をして類似したもの同士をグル

ープ化することが可能となる。しかしながら命名規則がな

いケースも多いことから、その場合は類似語を辞書として

登録し、それに基づいて分類するなどの作業が必要とな

る。 

カラムのデータ型や長さでは、例えば（CHAR型、16バイ

ト）、（数字型、10桁）などで分析することが可能である。

またNULL値許可の有無、とり得る値の最大値や最小値など

が定義されていれば、それらを用いて分析することもでき

る。カラムのデータ型や長さが同一もしくは類似している

ものをグループ化することで、システム間のデータ関連性

の分析が可能となる。 

4.2 メタデータ可視化技術 

前節で抽出したデータ統合の対象となる候補の中から、

類似データの統合、冗長データの削除を行うためには、人

間が理解しやすい形で現状を可視化し、統合作業のための

思考に適合した情報の提供が重要である。統合対象の絞り

込みでは、現状のデータベース構造やデータの流れを表す

データリネージ構造（システム内でのデータの参照関係な

どを示す）、及び類似分類（名称分類、データ型分類）の

結果など複数の情報をそれぞれに適したレイアウトで表示

する必要がある。例えばデータベース構造であれば、図４

に示すように、ルート、スキーマ、テーブル、カラムの階

層構造のレイアウトで図５の内容を表示する。類似分類で

あれば図６に示すように構造が類似したテーブルを

GROUP#1～GROUP#5にグルーピングし、さらに似たグループ
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図６．類似構造の表示レイアウト 
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図５．データベース構造 
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図４．データベース構造の表示レイアウト 

通しを線で結び関連付けを行っている。いずれのレイアウ

トにおいても全体を俯瞰（ふかん）できるレイアウトで表

示をすることで、統合検討の思考においてどこに焦点を当

てれば良いかを考える一助となる。 

ユーザーは統合対象の絞り込みの過程においてドラッグ

するなどしてテーブルやカラムなど（以下“ノード”とい

う。）の移動を行いそれらの比較をする。そのため各レイ

アウトにおいてノードは移動可能としながらも、移動して

も各ノード間の関係がある程度保たれるようにする（例え

ば、テーブルを移動した場合には、テーブルに属するカラ

ムも共に移動するなど）必要がある。また、統合候補の絞

り込みの過程では、類似分類のレイアウトにおいて頻繁に

ノードの比較、選択、絞り込みなどの試行錯誤を繰り返

し、表示される項目の配置が変化する。ユーザーの思考を

支援するためには、項目の配置の変化に対して、自律的に

項目を整列する機能(4)が有効である。そのため、各項目の

類似関係をノードの重さとノード間のばねの長さで表現す

るレイアウト（マススプリングモデル）を利用し、つりあ

う位置に自律的に整列するようにすることでストレスなく

分析作業を行うことができる。 

多くの場合、システム横断的な命名規則をつけていな

い、システム横断的なデータ型定義の規則を作成していな

いなどの理由により、4.1節のいずれか一つを用いての分

析では不十分であり、複数の解析結果を連携させて統合対

象を絞り込む必要がある。そのため、複数の解析結果を

別々の画面で表示し、画面間で連携を行うことで試行錯誤

を繰り返しながらの高度な分析を実現する。 

4.3 データ統合の実現 

これまでに述べたメタデータ解析技術およびメタデータ

可視化技術を用いることで、現状のデータベース構造の分

析及び、統合後のデータベース設計に必要な統合候補の抽

出が可能となる。さらには、各画面で編集機能（ノードの

名称変更、ノードのマージなど）を持たせることで、As-

Is分析からTo-Be設計へのシームレスな移行が実現でき

る。To-Be設計においては、これらの編集機能を用いて統

合シミュレーションを行い、統合コストを見積もることで

最適な設計が可能となる。 

５．む す び  

企業のIT投資は、個々の情報システムの部分最適化から

情報システム全体の最適化を目指す方向にある。ますます

重要となるメタデータを活用し、より効果の高いデータ統

合ソリューションを拡充することで、こうしたニーズにこ

たえて行く所存である。 
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(注6) DIAPRISMは、三菱電機(株)の登録商標である。 

(注7) CWATは、(株)インテリジェントウェブの登録商標である 

(注8) LogAuditorは、三菱電機インフォメーションテクノロジー

(株)の登録商標である。  

(注2) (注3) (注4) (注5)   PowerCenter AdvancedEdition、

PowerCenter、MetadataManager、DataAnalyzerは米国

Informatica Corporationの米国及びその他の国におけ

る登録商標である。 


